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第１ ５ １号平成３０年５月　会報シルバーたからづか

　
４
月
1
6
目
（
月
）
、
1
7
目
（
火
）
の
２

日
間
、
事
業
開
拓
委
員
お
よ
び
役
職
員

延
べ
1
0
ネ
が
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
Ｐ

Ｒ
活
動
を
行
っ
た
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
逆
瀬
川
都
市
開

発
㈱
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
ア
ピ

ア
士
の
２
階
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
に
て

入
会
案
内
及
び
当
セ
ン
タ
ー
の
活
動
紹

介
、
独
自
事
業
に
よ
る
手
芸
品
の
展
示

を
実
施
し
、
多
く
の
地
域
の
方
々
に
当

セ
ン
タ
ー
の
活
動
状
況
を
身
近
に
知
っ

て
い
た
だ
く
機
会
と
な
っ
た
。

▲ＰＲ活動の様子

安
全
委
員
会
だ
よ
り

●
２
月
～
３
月
の
事
故
内
容

損
害
・
傷
害
事
故
と
も
に
○
件
で
し
た
。

　
な
お
、
平
成
2
9
年
度
の
累
計
は
左
記

の
と
お
り
。

前

年

度

ｽL

29ｽﾞU

／

８
件

５
件

損
害

１
伴

１
件

傷

害

こ
れ
か
ら
も
事
故
の
無
い
よ
う
常
に
安

全
意
識
を
持
っ
て
就
業
し
ま
し
ょ
え

◆
高
齢
者
自
転
車
等
安
全

　
講
習
会

　
３
月
1
4
目
（
水
）
、
午
後
１
時
3
0
分

か
ら
３
時
ま
で
高
齢
者
自
転
車
等
安
全

講
習
会
が
当
セ
ン
タ
ー
３
防
人
会
議
室

に
て
行
わ
れ
、
当
セ
ン
タ
ー
会
員
2
3
半

が
受
講
し
、
安
全
に
関
す
る
意
識
高
揚

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
兵
庫

支
部
岡
田
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、
実

例
を
用
い
た
高
齢
者
が
運
転
す
る
際
の

注
意
点
な
ど
を
学
び
、
大
変
収
穫
の
多

い
講
習
会
で
あ
っ
た
。

◆
刈
払
機
取
扱
安
全
講
習
会

　
平
成
3
0
年
４
月
1
0
日
（
火
）
、
午
後

１
特
3
0
分
か
ら
３
時
3
0
分
ま
で
、
当

セ
ン
タ
ー
３
防
火
会
議
室
お
よ
び
武
庫

川
河
川
敷
に
お
い
て
、
㈱
日
光
製
作
所

竹
中
氏
を
講
師
に
迎
え
、
刈
払
機
取
扱

安
全
講
習
会
を
開
催
し
た
。
講
習
会
で

は
飛
散
抑
制
型
チ
ッ
プ
ソ
ー
の
取
扱
い

に
つ
い
て
、
都
市
公
園
及
び
河
川
敷
公

園
で
刈
払
機
を
使
用
す
る
会
員
2
4
名

が
受
講
し
た
。

▲刈払機の取扱い説明を受ける会員

講
習
会
等
報
告

◆
救
命
入
門
講
習
会

　
救
念
持
の
対
応
に
つ
い
て
学
び
安

全
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
当

セ
ン
タ
ー
と
宝
塚
市
消
防
本
部
と
の
共

催
に
よ
る
救
命
入
門
講
習
会
が
、
３
月

９
目
（
全
）
、
午
前
1
0
持
か
ら
Ｈ
持
3
0

分
ま
で
、
宝
塚
市
消
防
本
部
会
議
室
に

て
行
わ
れ
、
シ
ル
バ
ー
会
員
4
0
名
が
参

加
し
た
。

　
講
習
会
は
当
セ
ン
タ
ー
本
本
事
務

局
長
と
宝
塚
市
消
防
長
石
橋
様
の
挨
拶

の
あ
と
、
救
命
救
急
士
の
方
か
ら
宝
塚

市
の
救
急
統
計
の
概
要
説
明
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
あ
と
、
実
際
の
救
念
持
の
対
応

方
法
の
説
明
が
あ
っ
た
。
救
急
車
が
到

着
す
る
ま
で
の
持
聞
け
全
国
平
均
で
約

8
.
5
分
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
に
人

切
な
の
は
傷
病
者
の
心
肺
蘇
生
の
流
れ

を
覚
え
て
実
施
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
ま
ず
倒
れ
て
い
る
方
を
発
見
し
た

ら
「
大
丈
夫
で
す
か
」
の
声
か
け
、
そ

の
後
大
声
で
応
援
を
呼
ぶ
、
１
１
９
番

通
報
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
依
頼
、
呼
吸
の
有
無
の

確
認
、
胸
骨
圧
迫
の
開
始
、
人
工
呼
吸

の
実
施
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
装
着
と
、
救
念
隊

に
引
き
継
ぐ
ま
で
に
や
る
べ
き
こ
と
の

説
明
が
人
形
等
を
使
っ
て
行
わ
れ
た
。

２
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そ
の
あ
と
は
参
加
者
全
員
が
心
肺

蘇
生
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ッ
ト
「
あ
っ
ぱ

く
ん
」
を
使
っ
て
心
肺
蘇
生
の
練
習
を

行
っ
た
。
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
こ
れ

が
な
か
な
か
難
し
く
、
胸
骨
圧
迫
を
行

う
に
は
、
か
な
り
の
力
と
コ
ツ
が
必
要

な
の
が
伺
え
た
。

,｡･,。J,ﾀﾞLjllld

を使った心肺蘇生練習の様子
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最
後
に
当
セ
ン
タ
ー
会
員
の
代
表

３
名
が
人
形
を
使
っ
て
心
肺
蘇
生
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
拍
手
を
浴

び
た
。
帰
り
に
は
参
加
者
全
員
が
救
命

入
門
ニ
ー
ス
参
加
圧
を
い
た
だ
い
た
。

貴
重
な
情
報
が
得
ら
れ
た
、
た
い
へ
ん

意
義
の
あ
る
講
習
会
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
足
報
委
員
／
佐
野
純
）

◆
植
木
剪
定
講
習
会

　
平
成
3
0
年
３
月
2
7
目
（
火
）
、
植
木

班
の
就
業
会
員
の
増
強
お
よ
び
技
能
向

上
を
目
的
と
し
た
植
木
剪
定
講
習
会
を

開
催
し
、
当
セ
ン
タ
ー
会
員
2
2
名
が
参

加
し
た
。
午
前
中
は
市
立
教
育
総
合
セ

ン
タ
ー
会
議
室
に
て
植
木
剪
定
の
目
的

と
必
要
性
、
肥
料
の
施
し
方
、
病
害
虫

対
策
、
剪
定
器
具
の
使
い
方
、
そ
し
て

剪
定
作
業
時
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
テ

キ
ス
ト
に
沿
っ
て
学
ん
だ
。
午
後
は
市

立
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
分
室
に
移
勤
し
、

実
際
に
両
手
鉄
な
ど
の
道
具
を
使
用
し

て
剪
定
作
業
の
実
技
講
習
を
行
っ
た
。

　
芽
の
位
置
を
よ
く
確
認
し
て
外
芽

を
残
す
よ
う
に
切
る
、
徒
長
枝
や
逆
さ

技
な
ど
の
専
門
用
語
に
苦
闘
し
つ
っ
も

参
加
者
は
剪
定
の
技
術
を
学
ん
で
い
た
。

　
　
　
　
　
（
広
報
委
邑
ノ
今
柴
満
夫
）

▲両手銭を使った刈込の実習の様子

◆
「
平
成
2
9
年
度
第
２
回

　
　
パ
ソ
コ
ン
教
室
」
を
開
催

　
前
回
開
催
し
た
パ
ソ
コ
ン
教
室
が

応
募
者
多
数
で
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
急

濾
、
平
成
3
0
年
３
月
１
９
Ｉ
目
（
月
）
、
お

よ
び
1
4
目
（
水
）
の
両
目
、
当
セ
ン
タ
ー

小
会
議
室
に
て
、
「
第
２
回
パ
ソ
コ
ン

教
室
」
を
開
催
し
た
。
講
師
に
元
勤
労

市
民
セ
ン
タ
ー
パ
ソ
コ
ン
教
室
講
師
・

高
野
学
氏
を
お
招
き
し
て
、
9
0
分
単
位

の
人
替
制
の
講
座
を
計
６
回
実
施
し
た
。

　
今
回
も
３
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

協
力
を
得
て
、
会
員
2
2
名
が
受
講
し
た
。

受
講
者
か
ら
は
「
大
変
満
足
し
た
」
、
と

好
評
で
あ
っ
た
。

地
区
・
地
域
班
活
動

◆
良
元
３
地
区
合
同
親
睦

　
花
見
の
会

　
平
成
3
0
午
４
月
２
口
耳
）
、
午
前

1
1
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で
、
阪
神
競
馬

場
広
場
に
て
良
元
３
地
区
合
同
親
睦
花

見
の
会
を
開
催
し
た
。

　
最
高
の
晴
天
、
満
開
の
桜
の
も
と
、

１
、
２
、
３
班
か
ら
合
計
1
7
名
の
参
加
。

◆
宝
塚
２
の
３
地
域
班

　
春
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
平
成
3
0
年
４
月
４
目
（
水
）
、
午
前

1
0
跡
3
0
分
か
ら
1
2
跡
ま
で
、
市
立
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
か
ら
犬
堀
川
周
辺
の

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
た
。
そ
の

後
ナ
ポ
リ
横
の
公
園
で
懇
親
会
を
行
っ

た
。
６
名
参
加
。

◆
地
域
班
総
会
開
催
情
報

　
○
良
元
２
の
１
地
域
班

　
　
平
成
3
0
年
４
月
1
9
目
（
本
）
、
午

　
前
1
0
持
か
ら
Ｈ
時
3
0
分
、
よ
り
あ

　
い
広
場
に
て
開
催
。
７
名
出
席
。

○
良
元
２
の
２
地
域
別

　
平
成
3
0
年
４
月
1
0
目
（
火
）
、
午

前
９
時
3
0
分
か
ら
1
0
時
4
0
分
、
市

立
石
公
民
館
に
て
開
催
。
８
名
出
席
。

○
良
元
３
の
２
地
域
班

　
平
成
3
0
年
４
月
1
2
目
（
本
）
、
午

前
1
0
時
か
ら
1
2
暗
、
鹿
塩
会
館
に

て
開
催
。
1
1
名
出
席
。

○
長
尾
２
の
２
地
域
班

　
平
成
3
0
年
４
月
1
5
目
（
言
、
午

後
Ｏ
暗
3
0
分
か
ら
２
暗
3
0
分
、
山

本
野
里
会
館
に
て
開
催
。
1
2
名
出
席
。

３
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平成30年5月↓目現在四皿掌

徊牡 氏名 担当事務 担当委礼物等

常務理事兼

事務局長
本本文志 統括事務管理 総会、理事会

参　与 岩木栄二 統括事務傍題龍三 事業開拓委員会

事務局次長 後中傷 統括事務管理補佐 総会、理事会

主　査 米谷慎二
渉外業務統括、職業紹介事業
社会活動サービス 就業適正化委員会

士　査 武内康彦 庶務業務統括、経理事務

士　任 筒井宏明
渉外業務統括補佐、管理群(屋外公共)
一般作業群(屋外公共、桧原除草)

事業開拓委員会
安全委員会
就業適正化委員会

職　員 大仰　洋平

管理群(屋内公共、企業)
一般作業群(屋内公共、企業)
シルバー派遣事業

広報委員会
ホームページ
安全推進員
就業適正化委巨会

職　員 薮田淳

技能群㈲氷剪定、大工、塗装)
管理群(屋外企業)、庶務・経理事務
補助金申請

会員互助会

職　員 谷口　京子 庶務・経理事務、伝票人力等 会員互助会

臨時職員 宮原里佳

技術群(講師、翻訳、紬庖等)
一般作業群、サービス群(家事援㈲
管理群(屋外管理)

臨時職員
ふ,ふヽ-゛｀
Ｊ心一疋
犬峠一三

一般作業群(手除草)
技能群(襖、網戸、障子、畳)

臨時職員 尾崎信子

事務群(筆耕、宛名書き、事務)
折衝外交群(店番、検針、配達)
一般作業群(内職)、独白事業

臨時職員 藤原みどり 子育て支援サービス、ボランティア

就業開拓推進員 中島征二 就業開拓

就業開拓推進員 舷崎政治 就業開拓

　
　
編
集
後
記

　
　
「
宝
塚
に
来
る
と
、
花
の
み
ち
を
歩

　
く
の
が
楽
し
み
な
の
よ
！
」
と
観
劇
帰

　
り
の
女
性
が
話
し
て
い
る
の
を
耳
に
し

て
う
れ
し
く
な
っ
た
。
何
故
な
ら
、
花

　
の
み
ち
の
花
弁
類
は
当
セ
ン
タ
ー
会
員

　
が
心
を
込
め
て
管
理
し
て
い
る
か
ら
で

　
す
。
▲
河
川
敷
の
除
草
や
清
掃
、
ス
ー

　
パ
ー
で
は
カ
ー
ト
や
か
ご
の
整
理
、
路

　
上
喫
煙
や
放
置
自
転
車
の
啓
発
等
々
、

　
目
常
生
活
の
中
に
当
セ
ン
タ
ー
会
員
が

　
生
き
生
き
と
就
業
し
て
い
る
様
子
を
目

　
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
▲
人
生
に

　
お
け
る
究
極
の
幸
せ
と
は
、
と
い
う
問

　
い
に
あ
る
お
坊
さ
ん
が
「
愛
さ
れ
る
こ

　
と
」
「
ほ
め
ら
れ
る
こ
と
」
「
役
に
立
つ
こ

　
と
」
「
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
」
と
答
え
て

　
い
ま
し
た
。
「
愛
さ
れ
る
二
と
」
は
と
も

　
か
く
と
し
て
、
あ
と
の
三
つ
に
つ
い
て

　
は
、
ま
さ
し
く
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
ク

　
ー
の
理
念
に
通
ず
る
と
感
じ
、
犬
げ
さ

　
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材

　
セ
ン
タ
ー
の
会
員
は
究
極
の
幸
せ
の
中

　
で
就
業
さ
れ
て
い
る
の
で
は
、
と
思
い

　
ま
す
。
こ
の
幸
せ
を
積
み
重
ね
て
限
ら

　
れ
た
人
生
を
一
日
二
目
、
犬
切
に
幸
せ

　
に
過
ご
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
広
報
妄
言
ノ
中
嶋
涼
子

５
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次のような症状があればすぐに医療機関へ

　身体の片側のまひやしびれ、顔がゆがむ、言葉がうまくしやべれない、視野が欠けるなどの症状。

異変を感じたら

　異変を感じた後、タクシーなどで病院に向かうと、緊急匪がないと判断されて、長時間侍だされてしま

　うことにもなりかねません。途中で症状が急変するかもしれませんし、渋滞に巻き込まれる恐れもあり

　ます。脳梗塞の専門病院に運んでもらうためにも、救急車をためらいなく呼ぶことが重要です。

予防の近道は危険因子を減らすことです

　脳梗塞の生々危険因子は、高血圧、糖尿病、心房紬勣（不整脈の一種）、脂質異常症、メタボリック症

　候群、慢吐腎臓病などの生低音淋病です。しっかり治療しましょう。

　睡眠時無呼吸症候群や、熟い風呂の入浴も血栓をつくる要因となり得ます。

回常でお困りのことはシルバー人材センターにご相談下さい

　高齢者の知識と経験を活かして、様々な仕事をお引き受けしています。ｲ衣頼内容によっては対応できない仕事も

　ありますので、まずお電話でお問い合わせください。 TEL 0797㈲)7000

　・家事援助サービス　　室内清掃、窓ガラス・網戸などの清掃、食事の支度・洗濯、お部屋内ｏ片付けや

　　　　　　　　　　　衣替え、ゴミステーションの掃除、買い物など

　・子育て支援サービス　お子様とお留守番、子どもの一時預かり、シルバー出前サービス

　・お庭の手入れ　　　植木剪定・施肥、朧私の水やり、雑草刈り(機械・手刈り)

　・家屋の手入れ　　　網戸の張替、障子・襖の張替、簡易な大工仕事・塗装など

　・事務サービス　　　　あて名・賞状書き、ヮープョなどでの原稿づくり、パソコン操作指導など

　・空き地･空き家管理事業　空き地・空き家を敷地の外側から現状確認を行い報告するサービス

シルパー一人材センタ一会員募集就業などを通じて社会参加しませんか？

シルバー人材センターの会員になるには

○会員の条件

　宝塚市在住の６０歳以上の健康で働く意欲のある方で、シレバー入材センターの趣旨に賛同していただける九

○入会方法

入会説明会は毎月第４月曜目13時より開催していますので、事前に予約の上参加してください。

入会申込書・顔写真などの必要書類の提出と、会費(年額2､000円)の納入で会員となります。

　＊ご興味のある方1ま、まずはシルバー人材センター事務局までお電話でお問い合わせください。

問合せ先：公益社団法人　宝塚市シルバー人材センター

〒665-0827宝塚市小浜２丁目１番1号ＴＥＬ．０７９７(８１)７０００ ＦＡＸ．０７９７(８１)７０４０

ｈｔｔｐ：　／／　ｗｗｗ．８Ｊｃ　－ ｔａｋａｒａｚｕｋａ．ｏｒ．Ｊｐ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
こ
ち
ら
か
ら


	page1
	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1


